日本 犯罪 研究会 発会式の 席上で、 数日 前に 偶然に も 

うちき 

懇意に な つた M 警察署の 内 木 司法 主任から、 不思議な 

殺人事件の 急電を 受け て 冷い 旅 舎に 真夜中 過ぎ の 夢 を 

破られた 青山 喬 介と 私 は、 ク レバ ネットの レイン • コ— 

まとち 

トに身 を 包んで 烈しい風 を 真面に 受けながら、 線路 伝 

いに 殺人 現場の W 停車場へ 向って 速 足に 歩き続け てい 

た。 

沍て 泣き喚く 様な 吹雪の 夜の 事 だ。 

まく 

雪 はやんで いたが、 まだ 身 を 切る 様な 烈風が 吹 捲り、 



底 深く 荒れ果てた 一 面の 闇 を 透して 遠く 海 も 時化て い 

るら しく、 此処から 三哩程 南方に ある 廃 港の 防波堤 

に 間断な く 打 楊る 跳 波の 響が、 風の 悲鳴に コキ 混って、 

粉雪の 積った 線路の 上 を 飛ぶ 様に 歩いて 行く 私達の 跫 

音な ど は、 針 程 も 聴えなかった。 

やがて 前方の 路上に は 遠方 信号機の 緑燈が 現れ、 続 

いて 無数の 妙に 白けた 燈 光が、 蒼白い 線路の 上に ギラ 

ギラと 反射し 始める。 そして 間もなく —— 私達 は W 駅 

に 着いた。 

赤、 緑、 橙 等 さまざまな 信号 燈の 配置に 囲まれて、 

入換 作業場の 時計 塔が、 構内 照明 燈の 光に キッ カリ 四 



ほんおく 

時 十分 を 指して いた。 明るい ガランと した 本屋の ホ— 

ムで、 先着の 内 木 司法 主任と 警察 医の 出迎え を 受けた 

つみおろし ただち 

私達 は、 貨物 積卸ホ ー ムを突 切って 直に 殺人の 現場 

へ 案内され た。 

其処 は W 駅の 西 端に 寄って、 下り 本線と 下り 一番線 

との 線路に 狭まれて 大きな 赤黒い 鉄製の 給水 タンクが 

立って いる 薄暗い 路面で あるが、 被害者の 屍体 は、 給 

水 タンクと 下り 一 番線との 間の、 四 呎 程の 幅 狭い 処 

に 、 数名の 警官 や 駅員 達に 見守られ なが ら 発見 当時 の 

ままで 置かれて あった。 

いがぐり 

被害者 は 菜 ッ葉服 を 着た 毬栗頭の 大男で、 両脚 を少 



視き 込んだ。 が、 間もなく 傷口 を 取 巻く 頭髪の 生 際 を 

指差しながら、 医師へ 言った。 

「白い 粉みたい な ものが 少しば かり 着いて いますね。 

何でしょう？ 砂です か？」 

「そうです。 普通 地面の ありふれた 砂です よ。 多分 兇 

器に 附着して いた ものでしょう」 

「成程。 でも、 一応 調べて 見たい ものです ね」 そして 

駅員 達の 方へ 振 向いて、 「顕微鏡はありません か？ 

五 百倍 以上の もの だと 一 層 結構です がね —— 」 

すると、 私の 横に 立って いた 肥つ ちょの チヨ ビ髭を 

生した W 駅の 助役が、 傍らの 駅手に、 医務室の 顕微鏡 



に違いないと 言う 事 —— 私 のこの 考え方 を 裏書し て く 

れる 確実な 手 掛りを 御覧 下さい」 

司法 主任 はそう 言って、 軌条と 屍体との 中間に 当る 

路面に、 懐中 電燈の 光 を 浴びせ 掛けた。 —— 成程、 薄 

フィ 1 卜 

く 積った 地面の 雪の 上に は、 軌条から 二 呎 程 離れし 

かも 軌条に 平行して、 数滴の 血の I 卞 の 跡が 一 列に 並 

んで 着いて いる。 その 列の 尖端、 つまり 血の I 卞 の落始 

まった 処は、 屍体よりも 約 五 呎 程の 東 寄に あって、 

其処に は 同じ 一 点に 数滴の I 卞が、 停車 中の 機関車の 床 

にぎ リ こぶし しみ 

から 落ちたら しく 雪の 肌に 握 拳 程の 染を 作って いる。 

そして 二 呎 三 呎 と 列の 西に 寄る に 従って、 I 卞と I 卞 



との 間隔 は 一 吋 二 吋と 大きくな つて、 やがて 吾々 の 

視線から 闇の 中へ 消えて いる。 司法 主任 は、 それらの 

I 卞の 特異な 落下 点 を 指差しながら、 機関車が 給水の た 

め 此処で 停車して いた 時に 犯行が 行われた に違いない、 

と附け 加えた。 喬介は それにい ちいち 頷きながら 聴い 

ていたが、 やがて、 駅員 達の 方へ 振 返って、 屍体 発見 

並に 被害者の 説明 を 求めた。 

と、 それに 対して、 ゴム 引の 作業服 を 着た 配電 室の 

技師ら しい 男が 進み出て、 自分が 恰度 午前 四時 二十 分 

前 頃に、 交換 時間で、 配電 室から 下り 一番の 線路 伝い 

ほんおく 

に 本屋の 詰 所へ 戻る 途中、 この 場で、 この 通りに 倒れ 



ている 屍体 を 発見し、 直に 報告の 処置 を 執った 旨 を、 

詳細に 且つ 淀みな く 述べ立てた。 が、 被害者に 就いて 

は、 一向に 見覚えがない 旨を附 加えた。 すると 今度 は、 

今まで 助役の 隣で、 ォ ー バ ー の ポケットへ 深々 と 両手 

を 突 込んだ まま 人々 の 話に 聞き入つ ていた 頰 骨の 突出 

やせ マイル 

た 痩 ギスの 駅長が、 被害者 は、 W 駅の 東方 約 三十 哩 の 

H 駅 機関庫に 新しく 這 入った 機関 助手で ある 事 は 判る 

が、 姓名 その他の 詳細に 就いては 不明で あるた め、 既 

に H 機関庫に 打電して、 屍体の 首実検 を 依頼して ある 

旨 を 陳述した。 

恰度 この 時、 先程の 駅手が 顕微鏡 を 持って来 たので、 



喬介は それ を 受取る と、 整った 照明 装置 に 満足の 笑 を 

漏しながら、 警察 医に 機械 を 渡して、 屍体の 傷口に 着 

いた 砂片の 分析 的な 鑑定 を 依頼した。 そして 再び 振 返 

ると、 駅長に 向って、 

「では 次に もう ひとつ、 今から 約 一時間 前の 犯行の 推 

定時 刻に、 この 下 リー 番線 を 通過した 列車に 就いて 伺 

いたいので すが —— 」 

すると 今度 は、 チヨ ビ 髭の 助役が 乗り出した。 

「列車 —— と言うと、 一 寸 門外の 方に は 変に 思われる 

かも 知れません が、 恰度 その 時刻に は、 H 機関庫から 

ハ ンプ. f > — ド 

N 駅の 操車場へ、 作業の ために 臨時 運転 をされ た長距 



離 単行 機関車が この 線路 を 通過して おります。 入換用 

の タンク 機関車で、 番号 は、 確か 2400 形式 号 —— - 

だった と 思います。 御 承知の 通り、 臨時の 単行 機関車 

などに は 勿論 表定 速度はありません ので、 閉塞 装置に 

あら かじ 

依る 停車 命令の ない 限り、 言い換えれば、 予 め 運転 

区間の 線路 上に 於け る 安全が 保障され ている 以上、 多 

少の 時刻の 緩和 は 認められて おります。 で、 そんな 訳 

で、 その？ 3 号の タンク 機関車が 本屋の ホ— ムを 通過し 

た 時刻 を、 今 ここで 厳密に 申 上げる 事 は 出来ないです 

が、 何でも それ は、 三時 三十 分 を 五分 以上 外れる 様な 

事はなかった と 思います。 尚、 機関車が 下り 一番線 を 



通った の は、 恰度 その 時、 下り 本線に 貨物列車が 停車 

していた ためです。 —— 」 

「すると、 勿論 その タンク 機関車 は、 本屋の ホ— ムを 

通過して しまつてから、 現場で、 一 度 停車し たんで しょ 

うな？」 

喬 介が 口を入れた。 

「そうです。 多分 御 承知の 事と は 思います が、 タ 

ンク 機関車 は 他の テン ダ— 機関車と 違って、 別に 

炭 水車 を 牽引して おらず、 機関車の 主体の 一 部に 狭少 

な 炭 水槽 を 持って いる だけです。 従って H • N 間の 様 

に 六十 哩 近く も ある 長距離の 単行 運転 をす る 場合に 



は、 どうしても 当駅で 炭 水の 補給 をし なければ ならな 

いのです。 勿論^ 号 も、 此処で 停車した に 違い ありま 

せん。 そして、 この 給水 タンクから 水 を 飲み込み、 そ 

この 貯炭 パイルから 石炭 を 積み込んだ でしよう」 

チヨ ビ 髭の 助役 はそう 言って、 給水 タンクの 直ぐ 東 

隣に、 同じ様に 線路に 沿って 黒々 と 横 わった、 高さ 約 

フィ ー ト フィ， ー ト パイル 

十三、 四 呎 長さ 約 六十 呎 の 大きな 石炭 堆積 台 を、 

肥 つ た 体 を 延び 上げる 様に して 指差した。 

そこで 喬介は 助役に 軽く 会釈す ると、 今度 は、 司法 

主任と 向 合って 顕微鏡の 上に 屈み込んで いる 警察 医の 

側へ 行き、 その 肩へ 軽く 手 を 掛けて、 



「どうです。 判りました か？」 

すると 警察 医 は、 一寸 そのままで 黙って いたが、 や 

がて ゆっくり 立 上って 大きく 欠伸 を ひとつす ると、 口 

た ま 

イド 眼鏡の 硝子 を 拭き 拭き、 

「有り ましたよ。 いや。 仲々 沢山に 有り ましたよ。 I 

I 先ず、 多量の 玻璃 質に 包まれて、 アルカリ 長石、 

うん. ま 

雲母 角 閃 石、 輝石 等々 の 微片、 それから 極めて 少量の 

石英と、 橄欖 岩に 準 長石 —— J 

「何です つて。 橄欖 岩に 準 長石？ ふむ。 それに、 

石英 は？」 

「極く 少量です」 



「はは あ。 すると その 地点の 線路 は、 勿論 当駅の 保線 

区に 属して いるでしょう な？」 

「そうです」 今度 は 助役が 答えた。 

つき かため 

「では、 最近 その 地点の 道床に、 搗固 工事 を 施し ませ 

ん でした か？」 

「施しました。 昨日と 一昨日の 二日 間、 当駅 保線区の 

工夫が、 五名 程 出て おります」 

助役が 答えた。 すると 喬介 は、 生き生きと 眼 を 輝か 

せながら、 

「判りました。 —— 殺人に 用いられた 兇器 は 撥 形 鶴 i 

です！」 そして 吃驚した 一 同 を、 軽く 微笑して 見廻し 



張ります ので、 普通 経済的に 施工す るた めに は、 道床 

の 下部に 砂 交りの 切 込 砂利 を 入れ、 上部の 表面 だけに 

精選 砂利 を 敷 詰める 方法、 所謂 —— 化粧 砂利 と言うの 

があります。 で、 この、 化粧 砂利の 下の 粗雑な 切 込 砂 

利に、 石英 粗 面 岩の 細片 を 使用した 道床が、 つまり 表 

面 は 普通の 精選 砂利で も、 内部が 石英 粗 面 岩の 切 込 砂 

利に なって いる 道床が、 H 駅の 附近に も 数 ケ所も ある 

のです」 

駅長 はそう 言って 喬 介の 顔 を 熱心に 見詰めた。 が、 

喬介 は、 決して ひるまなかった。 

「石英 粗 面 岩 —— です つて？ いや。 大変い い 参考に 



み つ 

有る とすれば、 きっと 発見 かるでしょう」 

で、 二 名の 警官が、 司法 主任から 兇器の 捜索 を 命ぜ 

られ た。 

一方 喬介 は、 ソッと 私 を 招いて、 先程 司法 主任が 知 

らして くれた 軌条 沿いの 血の I 卞の跡 を、 懐中 電燈で 照 

しながら、 線路 伝いに 駅の 西 端へ 向って 歩き 始めた。 

が、 二十 米 も 歩いた と 思う 頃、 立 止って 振 返る と、 

給水 タンクの 下で あれこれと 指図して いるら しい 司法 

主任の 方 を 顎で 指しながら、 私へ 言った。 

「ね 君、 大将の 言って る 事 は、 あの 屍体に 関する 限り、 

大体 間違いない 康 だよ。 つまり、 屍体 は、 タンク 機関 



車？ 3 号から 墜 された もので、 同時に これらの 血の | 卞は、 

同じ^ 号の 操縦 室の 床の 端から、 機関車が 給水で 停車 

している 時から 落 始めた もの だ、 と言う 風に ね。 そし 

て 先生、 M 号の、 被害者と 同乗した 被害者 以外の もう 

一人の、 或は 二人の、 乗務員に 対して、 有力な 嫌疑 を 

抱いて いるら しい。 ま、 大体 素直な 判定 さ。 だが、 僕 

は、 その 推理に 就いて 云々 する 前に、 あの 屍体の 奇妙 

に 開かれた 両脚 や、 五指 を 固く 握り締めた ままの 右 掌 

に対して、 何よりも 大きな 興味 を 覚える よ。 そして だ 

ね 君。 あの 屍体の 傷口 を 思 出して くれ 給え。 あの 傷 は、 

打撲に 依る 挫 創 並に 骨折で、 決して 出血の 多い もので 



はなかった 害 だ。 ね。 それ にもかかわらず、 ほら、 御 

覧の 通リ、 機関車の 操縦 室の 床から 落ちた 血の I 卞は、 

こんな 処 まで 続いて いる じ やない か いや、 それ ど 

ころ か まだまだ 西方まで 続いて いる 様 だ。 —— ひとつ、 

僕達 は、 その 血の I 卞の 終る 処 までつ けて 行って 見よう 

じ やない か」 

で 喬介は 再び 歩き 出した。 私 は 一 寸身顫 い を 覚えな 

がら、 それでも 喬 介の 後に 従った。 

嵐 はもう 大分 静まって いたが、 この 附近の 路面に は 

建物がない ので、 広々 とした 配線 構内の 上に は、 まだ 

吹 止まぬ 寒い 風が 私達 を 待って いた。 喬介は 線路の 上 



を 歩きながら、 何かブ ッブッ 眩いて いたが やがて 私へ 

向って、 

「君。 この 血の I 卞の跡 を 見 給え。 落された I 卞の 量の 大 

きさ は 少しも 変って いないのに、 その 落された 地点と 

地点との 間隔 は、 もう 二 米 余に も 達して いる。 僕 は、 

さ つ き 

先刻から この 間隔の 長さが、 追々 に 伸びて 行く 比率に 

注意して いるよ。 それ は 余りに 速く 伸び 過ぎる。 —— 

つまり^ 号 機関車 は、 あの 給水 タンクの 地点から 急激 

に 最高 速度で 出発 させられ たの だ。 —— 大体、 入換用 

の タ ンク 機関車な ど と 言う 奴 は、 僕の 常識的な 考え か 

ら 割出して 見ても、 牽引力の 大きな 割に 速力 は 他の 旅 



客 専用の 機関車な どより 小さい 訳 だし、 それに 第一 

転轍 器 や 急 曲線の 多い 構内で、 そんな 急速な 出発 をす 

るなん て 無茶な 運転 法則 はな いんだから、 この？ 3 号の 

変調 は、 先ず この 事件の 有力な 謎の ひとつと 見て 差 支 

ない ね」 

そこで、 歩きながら 私が 口を入れた。 

「しかし、 もしも その 機関車の 操縦 室の 床に 溜った 血 

の 量が、 全体に 少く なって 来たの だとしたなら、 | 卞の 

大きさ は 同じで も、 落される 間隔 は、 あたかも 機関車 

の 速度が 急変した かの ように、 長くなる のじ やない か 

ね？」 



「ふむ。 仲々 君 も、 近頃 は 悧巧に なった ね。 だが、 も 

しも 君の 言う 通り、 そんなに 早く 機関車の 方の 血が 少 

くな つて 来たの だとしたなら、 この 調子で は、 もう 間 

もな く 血の I 卞は 終って しまうよ。 —— 其処まで 行って 

見よう。 果して 君の 説が 正しい か、 それとも、 僕の 恐 

ろしい 予想に 軍配が 挙が る か —— 」 

で、 私達 は 二人共 亢奮して 歩き続けた。 

もうこの 附近 は W 駅の 西 端に 近く、 二百 来 程の 間 

に 亙って、 全 線路が 一 様に 大きく 左に 力— ブ している _ 

私達 は 幅の広い その 力— ブの中 を、 懐中 電燈で 血の 零 

の 跡 を 追いながら、 下り 一番線に 沿って 歩き続けた。 



が、 間もなく 私の 鼻 頭に は、 この 寒さ にもかかわらず、 

無気味な 油汗が にじみ 始めた。 —— 私 は、 喬 介との 闘 

いに 敗れた の だ。 

線路の 横に は、 喬 介の 推理 通り 行け ども 行け ども 血 

の I 下の 跡 は 消えず、 タンク 機関車？ 3 号 は、 明かに 急速 

度 を 出したら しく、 もうこの 辺で は、 血の | 下の 跡 も 五、 

六 米 置きに ほぼ 一 定 して 着いて いた。 そして その 

力 ー ブの 終りに 近く、 下り 一 番線から 下り 本線への 亙 

リ 線の 転轍 器の 西で、 とうとう 私達 は、 異様な 第二の 

他殺 屍 * にぶ つかって しまった。 



屍体 は 第一 の それと 同じ様に、 菜っ葉服 を 着、 従業 

員の 正帽 を 冠った、 明かに S 号の 機関 手で、 粉雪の 積つ 

た 砂利 面の 上へ、 線路に 近く 横 ざまに 投げ出され てい 

た。 —— 辺り は、 一 面の 血の 海 だ。 

私 は、 直に 喬介を 置いて 元来た 道 を 大急ぎで 引返 

した。 そして 司法 主任 や 警察 医の 連中 を 連れて、 再び 

其処へ 戻った 時には、 もう 喬介は 屈み込んで、 綿密な 

屍体の 調査 を 始めて いた。 

やがて 喬介並 に 警察 医の 検案に 依って、 第二の 屍 



体 は、 第一 の それと 殆ど 同時 刻に 殺された もので、 致 

命 傷 は、 鋭利な 短刀 様の 兇器で 背後から 第 六 胸椎と 第 

七 胸椎との 間に 突立て た、 創 底 左 肺に 達する 深い 剌傷 

である 事が 判った。 尚、 屍体が 機関車から 投げ出され 

ろち ようこ つ 

た 際に 出来たら しく、 顱頂 骨の 後部に 近く アングリ 口 

を 開いた 打撲傷 や、 その他 全身の 露出 面に 亙る 夥しい 

擦過傷 等 も 明かに なった。 

私達 は 協力して 暫く その 辺 を 探して 見た が、 勿論 殺 

害に 使われた 兇器 は 発見から なかった。 そして 線路の 

脇の 血の I 卞の跡 も、 もう それより 以西に は 着いて いな 

かった。 



「そんな 害 は、 な いんです が —— 」 

「ふむ。 判りました。 その 通りでしょう。 第一 この 穴 

は、 こんなに 新し いんです からね ：••： 」 

喬介は それなり 深い 思索に 陥って 行った。 

ほんおく 

間もなく、 W 駅の 本屋の 方から 一 人の 駅手が 飛んで 

来て、 H 機関庫から 首実検の 連中が 到着した との 報告 

もたら 

を齎 した。 すると 司法 主任 は 急に 元気 附 いて、 警官 

の 一人に この 場の 屍体 を 見張って いる 様 命ずる と、 先 

に 立って 歩き 始めた。 私達 も その後に 従った。 

やがて 私達が、 給水 タンク 下の 最初の 現場へ 戻り 着 

いた 時には、 運搬 用の 気動車で やって来 たらしい 三 



名の 機関庫 員 は、 既に 屍体の 検証 を 済して、 一 服して 

いる 処 だった。 が、 その内の 主任ら しい 男が、 肥った 

体をョ チヨ チ やらして 私達より 一 足 遅く やって来た 助 

役の 顔 を 見る と、 早速 立 上って、 

「 —— 飛んだ 事でした。 被害者 は 確かに？ 3 号の 機関 助 

つち やりよう へ い 

手で 土屋良 平と 云う 男です」 

「いや、 どうも。 ところで、 機関 手の 名前 は？」 

い のうえ じゅんぞう 

「機関 手 —— です か？ ええ。 井上 順 三 と 言います 

, 、ゝ - 

力」 

「ふむ。 そいつ も 殺されて おります ぞ！」 

助役の 言葉で、 機関庫 主任 も 駅長 も 明かに 蒼くな つ 



た。 そして 一名の 機関庫 員 は、 飛ぶ 様に して 第二の 屍 

体の 検証に 向った。 

すると 司法 主任が、 待 構えた 様に 機関庫 主任 を 捕え 

て、 

「^ 号の タンク 機関車が、 H 機関庫 を 出発した の は 何 

時です か？」 

「午前 一 一時 四十 分です」 

「はは あ。 で、 当駅 を 通過した のが 三時 半と —— 。 

じゃあ、 無論 途中 停車 はしなかったです ね？」 

「ええ、 そうです とも。 当駅で 炭 水 補給の 停車 以外に 

は、 N 操車場まで 六十 哩の 直行 運転です」 



「ふむ。 ところで、 乗務員 は 何 名でした か？」 

「二 名です」 

「二 名 —— ？ 三 名 じゃあなかったです か？」 

「そ、 そんな 害はありません。 第一、 原則的に、 機関 

手と 助手の 二 名 だけ —— 」 

「いや。 その 原則 外の、 非合法の 一 人が あつたの だ！」 

と、 それから、 急き込んで、 駅長へ、 「N 駅へ その 男の 

逮捕 方 を 打電して 下さい。 もう 機関車 は、 N 操車場 

へ 着く に違いない —— 」 

すると、 今まで 黙って いた 喬 介が、 突然 吹 出した。 

「 …… 冗談 じゃあない。 内 木さん にも 似合わん 傑作で 



すよ。 ね。 —— もしも 私が、 その 場合の 犯人であった 

としたなら、 N 駅へ 着かない 以前に、 機関車 を 投げ出 

して、 疾の 昔に 逃げて しまい ますよ。 いや、 全く、 貴 

下の 意見 は 間違いだら けだ。 例えば、 最初 機関車が H 

駅 を 出発した 当時から、 犯人が 被害者の 二人と 一緒に 

乗って いた ものと すれば、 第一 の 屍体の 兇器、 即ち 昨 

つき かため 

日まで 道床 搗 固に 使われ、 当駅の 工事 用具 所へ 仕舞 

われた あの 撥 形 鶴嘴 を 犯行 後 機関車の 中から ランプ 室 

と 貯炭 パイルの 間の 狭い 地面へ 投げ捨てる 事 は 出来る 

としても、 一体、 何処から そいつ を 手に入れる 事が 出 

来る と言うん です。 そして、 又よ しんば それが 出来 得 



たと しても、 犯人 は 何の 必要が あって、 わざわざ 当駅 

で 停車 中な どに 一 一人 もの 人間 を 殺害し なければ ならな 

かった のです。 犯人が 機関車に 乗って いたのな らば、 

何も こんな 処で 殺さ なくたって、 あの 吹雪の 闇 を 疾走 

中に、 もっと 適切な 殺し 場が いくら もあった 害で はな 

いです か。 —— いや、 この 事件 は、 いま 貴下が 考えて 

いられる より、 もう 少し は 面白い ものら しいです。 そ 

して その 事 は、 非常に 沢山の 謎が 証明して くれます。 

例えば、 この 第一 の 屍体に 於け る 奇妙な 硬直 姿勢、 

撥 形 鶴嘴の 柄 先の 不可解な 穴、 そして、 タンク 機関車 

S 号の 急激な スタ— ト、 尚又、 二つの 屍体に 与えられ 



た 兇器が それぞれに 異っ たもので ある 事、 等々 です。 

で、 ここで ひとつ、 手近な 処 から 片附 けて 見る と、 二 

つ の 屍体に 於て 異る 兇器が 与えられた と言う 事実 は、 

先ず、 犯人が 別々 に 時間 を 隔てて 二人 を 殺害した か、 

或は 何等かの 方法で 同時に 殺害した か、 と言う 一 一様の 

立場から 見る 事が 出来ます。 ところが —— 、 前者 は、 

第二の 屍体から 流れ 落ちた 血の I 卞が、 最初の 屍体の 置 

かれた と 同一の この 地点から 始まって いる 事、 そして 

この 地点に 於け る 機関車の 停車時間 は 決して 長い もの 

ではなかった 事、 尚又 屍体 検査に 依る 死後 時間の 一致、 

等に 依って 抹殺され てし まいます。 従って 殺害 は 同時 



就いて 申 上げる 前に、 一寸 駅の 方に 御注意して 置き ま 

すが、 犯人 は、 一人でし かも 機関車が この 地点へ 来て 

停車した 時に 殺害の 目的で 乗 込んだ と 同様に、 犯行 後、 

再び この 場で 機関車から 離れた のです。 つまり、 —— 

タンク 機関車 W 号が、 西方へ 向って この 地点 を 急速 度 

で 発車した 時には、 既に 犯人 は^ 号に 乗って いなかつ 

たのです」 

すると、 今まで 黙って 喬 介の 説明 を 聞いて いた 助役 

が、 急に 吹き出しながら、 

「そ、 そんな 馬鹿な 事 はない。 もしもそう とすれば、 

機関車 は 独りで 疾走って 行った 事になる —— 。 と、 と 



向平 気に 極めて 冷淡な 語調で、 再び 助役へ 向った。 

「時に、 当駅に、 ^号と 同じ 形式の 機関車 はあり ませ 

ん か？」 

すると 助役 は、 一 寸 不機嫌 そうに、 

「ええ、 そり や あ、 仕 別 線路の 方に は ニ輛程 来て いま 

すがね。 …… 一 体 何です か？」 

「実地検証です。 是非、 一輛 貸して 頂きたいです。 こ 

の 一 番線へ 当時の^ 号と 同じ 方向に 寄越して 下さい」 

で、 助役 はケ テン 顔 をしながら 出掛けて 行った。 

シ リンダ— 

間もなく、 2400 形式の タンク 機関車が、 汽篇 から 

ピストン. ロッド クランク 

激しい 蒸気 を洩 し、 啷子桿 や 曲 柄をガ チン ガ チン 鳴 



「成程。 ところで、 序に ひとつ、 その 撥 形 鶴嘴 を 取つ 

て くれません か」 

で、 助役 は、 顫えながら、 その 通りに した。 

喬介は 撥 形 鶴嘴 を 受取る と、 その 柄 先の 穴 を、 例の 

さき あて が 

鉄棒の 尖に 充 行って グッと 押えた。 すると スッ ポリ 

塡 つて、 撥 ゆ 鶴 i は 鉄棒へ ぶら 下った。 と喬介 は、 今 

度 は 少しずつ 梯子 を 登りながら、 撥 形 鶴嘴の 柄 を 持つ 

て 先の 穴 を 中心に 廻転 させ、 やがて それが 刃 を 上に し 

て 殆ど 垂直に 近く 立つ 処 まで やる と、 恰度 其処に 出て 

さ び さ さ 

いるもう 一本 別の 銷た 鉄の 支 棒の 尖に、 その 柄 元 を 一 

寸引 掛けた。 そして 最後に、 開 弁 装置へ 続く 鎖の 恰度 



そして、 タンク 機関車^ 号に 給水す るた め、 土 屋君は 

頭上に 恐るべき 装置が あると も 知らず、 この 通りの 姿 

勢 を 執って、 ここに ぶら 下って いる この ズック 製の 

呑口 を、 こちらの 機関車の サイド. タンクの 潜 口 へ 向 

あてが て 

けて 充 行い、 給水 タンクの 開 弁 を 促す ために 右 掌で こ 

の 鎖 を 握り締めて、 この 通り グイと 強く 引 張ります I 

I」 

喬介は 本当に 鎖 を 引 張った。 すると 撥 形 鶴嘴 は 恐ろ 

しい 勢で、 柄 先 を 中心に 半円 を 空に 描きながら、 喬介 

の 後頭部め がけて 落ちて 来た。 と、 喬介は 素 速く 上体 

を 捻って、 左手に 持って いた スコップ を、 恰度 頭の 位 



置へ 差 出した。 

ジ ー ン II 鋭く 響いて、 スコップ は 私達の 前へ 弾き 

落された。 私達 は 一様に ホッ とした。 …… 

やがて、 見事に 検証 を 終えた 喬 介が、 機関車 を 帰し 

て、 両手の 塵 を 払いながら 私達の 側へ 戻って 来る と、 

チヨ ビ 髭の 助役が、 顫え 声で、 すかさず 問い掛けた。 

「じゃあ 一体、 貴方のお 説に 従う と、 犯人 は 何処から 

来たので す。 道がない じゃあないで すか？」 

「あります とも」 

「ど、 どこです？」 

すると 喬介 は、 上の 方 を 指差しながら、 



「この 給水 タンクの 屋根から です。 ほら。 御覧なさい。 

少し 身軽な 男 だったら、 給水 タンク、 石炭 パイル、 ラ 

ンプ 室、 それから 貨物 ホ— ム —— と、 屋根 続きに 何処 

まで も 歩いて 行ける じ やないで すか £:」 

—— 私 は 驚いた。 喬 介に 言われて 始めて それと 気付 

いたの だが、 四つの 建物 は、 高さ こそ 各々 三、 四 尺ず 

つ 違う が 偶然に も 一 列に 密接して いて、 薄暗い 構内に、 

まるで 巨大な 貨物列車が 停車した かの 如く、 長々 と 横 

わって いる。 成程 これで は、 私 だって 歩いて 行けそう 

だ。 

「ところで、 犯行 前に は、 雪が 降って いたので したね」 



上って 来て、 こちらの 一番線 側の 梯子 口へ 来て いると 

同時に、 逆に、 再び 戻って いる じ やないで すか？」 

助役 は、 血走った 眼で 喬 介の 指差す 方 を 追っていた 

が、 やがて ぶるぶる 顫ぃ 出す と、 あわてて 腕時計 を視 

き 込んだ。 そして 顫える 声で、 

し ま 

「失敗った …… 大変な ことにな つた ぞ …… 」 

そう 言つ て そのまま 蒼くな つ て、 大急ぎで 梯子 を 降 

りて 行った。 そして、 保線 係 や H 機関庫 主任 等 を 捕え 

て、 乗務員な しで 疾走し 去った S 号 機関車が、 その 閉 

塞 区間の 終点で ある N 駅で、 既に、 当然 惹き 起した で 

あろう 恐るべき 事故。 そして 又、 そのために 一体 どん 



な 責任 問題が 起る か —— 等 々に 就いて 大騒ぎ を 始めた _ 

五 

一 方、 鉄 蓋の 上の 足跡 を 一 心に 調べて いた 喬介 は、 

やがて 私と 司法 主任に 向って、 

「じゃあ、 犯行の 大体の 径路 を、 僕の 想像に 従って、 

話して 見よう。 II 先ず、 撥 形 鶴嘴 を 持った 犯人 は、 

あの 貨物 ホ— ムの 屋根から、 ランプ 室、 貯炭 パイル を 

さっき ビ ー タ ー 

伝って 此処へ やって来 ると、 先刻の 実験 通り 撥 形 鶴嘴 

に 依る 殺人 装置 を 施して、 蝙蝠の 様に その 梯子の 中途 



にへ バリ 着きながら M 号の やって来 るの を 待って いた 

の だ。 やがて 機関車が 着く と、 素 速く 梯子から 機関車 

の 框 へ 飛び移って、 乗務員に 発見され ない 様に、 汽 

罐の 前方 を 廻って 反対側の 框 に 匐い つくば つていた 

に違いない。 一方、 機関 助手の 土 屋良平 は、 そんな 事 

も 知らずに 給水 作業に 取掛 る。 そして、 あの 恐ろしい 

からく リ うつぶせ 

機構に 引掛 つて 路面の 上へ 俯伏に ぶつ 倒れる。 すると 

操縦 室に いた 井上 順 三が、 何事な らんと 驚いて、 

操縦 室の 横 窓から、 半身 を 乗 出す 様に して 視き 込む。 

と、 そうだ。 恰度 その 時 を 狙って、 反対側の 框 に 

うずくま キャップ 

蹲 つていた 犯人 は、 素 速く 操縦 室に 飛び込む と、 井 



上 順 三の 背後から、 鋭利な 短刀 様の 兇器で、 力任せに 

突 刺したん だ。 I J 

すると 今まで 黙って 聞いて いた 司法 主任が 急に 眉 を 

ひそ 

顰めて、 

「じゃあ、 つまり 貴方 は、 機関車 を 動かした の は、 犯 

人 だ、 と 仰 有 るんで すね？」 

「無論そう です。 この場合、 犯人 以外に は 機関車 を 動 

かす 事 は 出来なかった 害です。 —— 従って 犯人 は、 操 

縦 技術 を 知って る 男で、 犯行 後 再び 機関車から こちら 

の 梯子へ 飛び移る 前に、 素 速く 発車 梃 を 起し、 

ァク セン レ— タ— 

加速 装置 を 最高 速度に 固定した に 違いありません。 そ 



「ええ ッ 片腕の 男 £:」 

助役 は、 急に サッと 顔色 を 変える と、 物に 怖け た 様 

に 眼 を 引きつけ て、 ガ クガク 顫えながら 暫く 口 も 利け 

なかった。 が、 やがて、 

「あ、 あります」 

「誰れ です か？」 と、 喬介は 軽く 笑いながら、 「 II そ 

れは、 多分 …… 」 

すると 助役 は、 不意に 声 を 落して、 

「え、 え、 駅長です」 

—— 私 は 驚いた。 

そして、 満足そう に 煙草に 火 を 点けて いる 喬介 を、 



いっそ 憎々 しく 思った。 が、 流石 は 司法 主任 だ。 直ち 

ほんおく 

に 彼 は、 数名の 部下 を 督励して 本屋の 駅長室へ 馳 けつ 

けて 行った。 

が —— 、 間もなく 司法 主任 は、 興奮しながら 飛び 帰 

ると、 

「手遅れです。 駅長 は 短刀で 自殺し ました！」 

し ま 

「自殺 p II 失敗った」 

今度 は 喬介も 一寸 驚いた。 

可哀想な 助役 は、 機関庫 主任と 一 緒に、 転ぶ 様に し 

て 本屋の 方へ 馳 けつけ て 行った。 

私 は、 驚きながら も、 喬 介の 興奮の 静まる の を 待つ 



て、 この 殺人事件の 動機に 就いて、 訊ねて 見た。 する 

と喬介 は、 重々 しく、 

「多分、 —— 復謦 だよ」 

と、 それなり 黙って しまった。 

恰度 その 時、 助役と 機関庫 主任が、 一 層 興奮して やつ 

て 来た。 そして 助役 は、 喬 介へ、 

「私 は、 気 狂いに なりそう だ ともかく、 運搬 車 

へ 乗って 下さい。 只今、 N 駅からの 電信に 依る と、 疾 

の 昔に 着いて、 と言うよ リも、 そこで 恐るべき 衝突 事 

故 を 起して る 害の？ 3 号が、 まだ 不着 だそう です— 

事故 は、 途中の 線路 上で 起った の だ！」 



で、 私達 は、 早速 二番線に 置かれて あった 無蓋の 小 

さな 運搬 車 へ 乗 込んだ。 

かたまり 

やがて 線路の 上 を、 ひと 塊 の 興奮が 風 を 切って 疾 

走し 始めた。 が、 駅の 西 端の 大きな 曲線の 終りに 近く、 

第二の 屍体が 警官の 一 人に 依って 見張られ ている 地点 

まで 来る と、 急に 喬介は 立 上って 車 を 止めさした。 そ 

して 助役へ、 

「？ 3 号 は、 此処の 亙 リ線を 経て、 下 リー 番線から 下り 

本線へ 移行す る 害 だつ たんです か？」 

「そうです とも。 そして、 勿論そう したに 違いないで 

す」 



すると 喬介は 笑いながら、 

「ところが S 号 は、 この 亙り 線 を 経て 本線へ 移って は 

いないの です この 屍体の 位置 を 御覧なさい。 も 

しも S 号が、 この 亙り 線へ 移った のであった ならば、 

遠心力の 法則が 覆えされ ない 限リ、 屍体 は 力— ブの内 

側、 即ち この 転轍 器の 西方へ 振 落される 事 は 絶対にな 

いのです。 そして、 何よりも 先ず、 こちらの 一番線の 

延長 線 上 を 見て 下さい。 ほら、 亙り 線と 違って、 雪が 

積って いない じゃあないで すか とにかく 駅長の 

仕事です。 転轍 器の 聯動 装置ぐ らい 楽に 胡 魔 化せます 

よ。 ところで、 この 先の 線路 は、 何に なって います 



歪めながら、 低い、 嗄 がれた 声で、 呻く 様に、 

「ああ。 —— 2400 形式 • S 号 だ！」 

それから 数 分の 後 —— 

荒れ果てた 廃 港の、 線路の ある 突堤 埠頭の 先端に、 

朝の 微光 を 背に 受けて、 凝 然と 立 竦んで いた 私達の 眼 

の 前に は、 片腕の 駅長 の 復謦を 受けた ^号 を 深々 と 呑 

み 込んだ ドス 黒い 海が、 機関車の 断末魔の 吐息に 泡立 

ちながら、 七色に 輝く 機械油 を、 当 もな く 広々 と 漂わ 

していた。 

(「新 青年」 昭和 九 年 一 月 号) 
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